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ロウ材の規格

細管現象）させる“ロウ付け”を行います。
ロウ材にはハンダと硬ロウがあり、硬ロウにはリン銅ロウと銀ロウがあります。
ハンダは、接合温度が約300℃なので比較的作業が容易で、主に11/4インチ以下の
建築用銅管に用いられます。一方、硬ロウは、流動性・浸透性に優れておりますが、
接合温度は高く、リン銅ロウで700℃～850℃、銀ロウで600℃～700℃程度になり
ます。ロウ付け作業に慣れるまではややむずかしいですが、より強固な接合がで
きますので、高圧のガスが流れる冷媒用銅管には硬ロウが使用されます。
一口にリン銅ロウといっても、下表のように銀の含有量によってロウ付け温度

が違うので、火力が強い溶接器ならBCuP-2、アセチレンバーナーならBCuP-3、と
いうように使い分けることで、より確実な溶接作業をすることができます。
リン銅ロウで銅と銅を接合する場合には、フラックスを使用する必要はありま

せんが、銅と銅合金を接合する場合や銀ロウを使用する場合には、硬ロウ用フラッ
クスを使用しなければなりません。


